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宗教における死と罪をめぐる問題（附録）
石 瀕 秀 治
私は， この拙論において，今迄に述べてきたその(1)と(2)に続いて，今後尚こ
うした問題に関していろいろの思想について関説するつもりであるが，今回は
差当り次の幾つかの事柄を附録として附け加えておきたいと思う。
(1) 先ず第一にこの論文(1)の「宗教における死をめぐる問題」という主題に，
memento mori=Remember that man have to (must) die. を，副題として加
えたいと思う。
この mementomoriの思想は， ギリシア哲学以来いろいろに語られてきて
いるが，現代においてはハイデッガーの自覚存在論に最も纏まった形において
表現されていると思われる。然し，人間存在の究極的な全体的自覚は， この
memento moriの立場だけでは不充分であると考えられるのである。
元来，人間は，地球上における生命進化の過程において，一種の動物生命体
として誕生しているものである限り，それは必然的に生誕の終末としての死滅
に繋縛され，死の必然的宿命に纏綿された有限なものであることは新めて云う
迄もないところである。従って，成程人間生命の自覚的実存という問題の探求
にとって，死の問題はシネ・クワ・ノンであろう。
然しながら，人間は， 同時に，長い動物生命進化の結果誕生したものとし
て，系統発生的にそうした動物生命体一般に見られる諸々の本能や衝動を基体
あるいは下部構造として具有するのであり，叉その倫理的実践理性にも反抗し
てさまざまな悪しき自愛的我執的欲動に頸落してもいくという悪や罪への可能
性，つまり根源悪を背負った悲惨な，その意味で矢張り有限な存在なのであ
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る。その限り，人間主体内における悪や罪，あるいは自愛や我執の問題という
ものも，人間生命の自覚的実存にとって，、ンネ・クワ・ノンなのである。
つまり，人間が，一種の動物生命であるという原事実のうちに既に死という
根源的な宿命的有限性が牢まれているのであり，又人間が同時に理性的精神的
な生命体でもあるという原事情に悪や罪という矢張り宿業的な有限性が胚胎し
ているのであり，特に後者の有限性は人間の，基体や下部構造としての系統発
生的な動物的本能的であることと主体や上部構造としての理性的精神的でもあ
ることという，二重性格や二重構造という根裾的な原事実に甚づくものに外な
らないのである。而もこの二つの原事実に基づく同様のこの二つの根源的有根
性は，古来しばしば，現実的にも又いろいろな思想の内実においても，例え
ば，罪のために死の追放や死刑に処するとか，死して罪を詑びるとか，命懸け
で悪や不正と闘うとか，「絶望」や「罪」を「死にいたる病」と体認するとか，
臆ては「朝に道を聞けば，夕に死すとも可なり」とか，極悪深重に識悔回心し
て「本願」に生きるとか， 「渾身著する（＝執着する）処なく，活きながら黄
泉に陥いる」とかなどというように，相互に密接な関わり合いを持つのであ
る。
このような具合に，人間の悪や罪という問題も，人間の根源的な究極的自覚
にとっては， mementomoriの立場と共に，等し＜、ンネ・クワ・ノンなのであ
る。古来，東西における真実の宗教が，それぞれ，何程か，叉何らかの仕方で，
死と同時に悪や罪にかかわる問題となっている所以であろうと思う。
(1979年6月）
(2) 第二に，次の文章をこの論文の第一節6の前半部分末尾の附録として加
えたいと思う。
そもそも，人間は，太陽系内地球上における動物生命進化の頂点においてそ
の「大脳化」の結果， ロゴス（言葉）をもつ生命体として誕生したものであ
-115-
-292-
る。それ故，人間生命体は，一方においては系統発生上の基体として動物的本
能的衝動的な欲求をもつ生命体でありながら，他方同時に理性的精神的叡智的
な行為主体という性格をも持つものとして， ロゴスに基づきバトスを介してイ
デアを志向するという本質をもつのである。そして，これ等両者の性格はそれ
ぞれの社会の文化を介して時には互に併立並存し，或いは対立矛盾し，更には
融合調和するなどの複雑多岐な関係を織りなすのである。それにしても，兎に
角，人間は， 「より多くの生」 MehrLebenを生きるために，単なる「生より
以上のもの」 Mehr als Leben (Simmel)としての文化，或いはイデアや価値
を不断に新しく創造実現していくものと言っても良かろう。
こうした人間における精神の自己超越の作用や過程は，人間の欲求論や願望
論の観点から見た場合には，一般には低次の欲求を高次の欲求によって統制洗
練し，愚劣な願望を高潔な願望に昇華高揚するなどの道を辿ることになるので
あるが，究極的には「自愛」や「我執」を克服脱落し，抽象的に云えば，真善
美聖などの高潔なイデアに導かれた価値体系の創造，それを具現したバーソナ
リティヘ向っての不断の修行，それが第二の天性となり， 自然法爾として現
成するまでの厳しい弛まない錬磨，そして臆ては人間相互が単なる手段たるこ
とを超えて自己目的となり合う目的の王国，つまり愛や慈悲の共同態の現成と
いう道を志向すべきであるということになると思う。それが， どれ程いろいろ
多くの困難を伴うにはしても，人間が社会を持つということの，叉そうした
人間社会における政治，経済，法律などの，特に学問の究極的な存在理由であ
り，又こうしたことどもの永遠なる歴史的課題に外ならないというべきであろ
ぅ。
ところで，次にこうした精神の超越作用に関連して，宗教における超越的人
格神の問題について一言しておこう。人類における原始の呪術時代を通じ，更
に又古代や中世においても，一般に人間の科学的理性の十分発達せざる無明段
階においては，人間は，宇宙や自然や人間などについて，一応因果律や目的論な
どの思考する理性の範疇に従って，超絶的な絶対的第一原因としての神を世界
-11(5-
-293-
観の基礎に想定せざるを得なかったのである。古来外くの民族の世界観がそう
した超絶的なさまざまの人格神の思想によって宇宙や世界や人間などを理解解
釈してきたのも当然であり，必然であったであろう。然し，思想史や形而上学
の歴史について見ると，近代における文芸復興期や宗教改革期以来の科学的理
性による自然や人間の自覚により，特に啓蒙時代以来の哲学や宗教の反省吟味
により，そうした従来の超越的な人格神は次第に凡ての人間人格の外に超越す
る絶対者という在り方から，時には実践理性の「要請」 (Kant)として解釈され
たり，又時には「神は死せり」 (Nietzsche)と主張されたりもして，一般には
凡ての人格主体に内在する超越者という方向に移転転換されて解釈体認される
という大きな旋回が成しとげられつつあると考えられるのである。つまり，従
前の絶対者の歴史的な実存主体の外への超越，あるいはそれの外における超越
が，醗って歴史的な実存主体に内在するという内への超越，あるいはそれの内
における超越に転回されつつあると言うべきであろう。それ故，現代哲学の課
題は実存哲学や歴史哲学，あるいはそうした両者の綜合という方向にあると云
われる所以でもあろうと思う。然し，それにしても，怠慢悲惨なる人間が，「根
源悪」や「原罪」や更には「自愛」や「我執」に挫折絶望し，纏てはそれを脱
自的に超克脱落して，おのもおのも自己の実存主体に内在する超越的な絶対者
を弛みなく培い，それと互に包み包まれる関係において，究極的には，仏教風
に云えば，菩薩界を志向現成するというその道は，余りにも高く，余りにも厳
しく，余りにも遠い道であると云わねばならないと思う。然し，又，尚，我々
をそうした道に志向精進せしめるのは，私自身を含めた，人類の今迄の数知れ
ない無恥な愚行罪行のうちにも，そうした道へと叱咤激励する優れた逹人たち
の祭然と光り輝く先樅ある故に外ならないのである。
(1979年，終戦記念日，全国戦没者追悼式日に）
(3J 最後に，次の二つの短文を，ある雑誌に偶感として載せるために書いた
ものであるが，僅かの部分に手を加えて，この論文(2)の「第二節 宗教におけ
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る罪をめぐる問題」の末尾に附録として加えておきたいと思う。
（イ） 昨今，私が，たまたまに思い耽けることのある一つの感想を，未熟なも
のではありますが，少しく簡単に述べさせて頂きます。
私は，現代の歴史を生きる者として，又曽っての戦争を体験した者として，
まず現代における人間の国際社会にみられる覇権と戦争と核兵器などを極めて
愚劣傲慢にして，限りなく残虐悲惨なものと激しく憎悪するものであります。
と同時に，それぞれの国内における失業と貧困と悪しき差別と公害などが一日
も早く根本的に解消されることをも切望しているものであります。
又，私は社会の人間関係における不純な虚偽虚飾や気障な自慢高慢増上慢な
どを最も軽蔑唾棄すべきものであると警戒しているものであります。
更に，私は，こうした一連の問題と並んで，われわれ人間が，銀河系島宇宙
における太陽系内のこの地球上に，動物進化の極点において，その「大脳化」
（これは，人間の二足直立歩行と手の歩行運動からの解放による手に基づく道
具の使用製作と手に基づく労働と並行し，又コトバの発明，思考，理性， 自己
意識を可能にしたのである）の結果， 「猿人」としては今から凡そ数百万年程
前に誕生した，特有の理性的精神的な動物生命体として，いろいろの生理的社
会的文化的な欲求や願望を充足実現するために営々と労苦しながら生き続けて
きているのであり，先に述べた私の社会的願望などもその一種なのですが，そ
うした欲望の体系としての人間生命体の生存の意味について更に今少しく簡単
に反省してみたいと思います。
これについては，若し，凡て一味平等としてのわれわれ人間が，お互に警め
合って，悪しき望まれざる欲望を抑制禁圧し，低い欲望を高い欲望に洗練昇華
し，或いは止揚包摂し，熊て出来得べくんば崇高敬虔な例えば「愛」や「本願
（大悲願作仏心）」のような最高価値としての願望に統率された秩序調和の
ある美しい願望（価値）体系を志向するようになり，叉それぞれの社会や国家
や世界がそうした理想的な価値体系に相応して編制され，それに照応した人間
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類型の育成啓発に積極的に参究するようになることを悲願として祈念して止ま
ないのであります。
然し，更に叉，私は，こうした問題を考える時，人間存在の根底にまつわる
所謂「悪への可能性」， 「原罪」， 「根本悪」， 「自愛」， 「我執」などといわれ
る問題に常に突当らざるを得ないのであります。よく引用されますように，
「わが欲するところの善は之をなさず，反って欲せぬところの悪は之をなすな
り。……然れば善をなさんと欲する我に悪ありとの法を，われ見出せり，……
喧われ哀れな人なるかな」（ロマ書）とか， 或いは「虚仮不実のわが身にて，
清浄の心もさらになし」，「いづれの行もおよびがたき身なれば， とても地獄は
一定すみかぞかし」（親鸞）という痛烈な悲歎懺悔のある所以であると思いま
す。宗教や仏心などと云われるものは， こうした根源的な悪や罪とか自愛や我
執に対する根底的な又深刻痛烈な絶望慟哭懺悔R体験や更に人間存在そのもの
の根源的有限性としての悽ない生死という問題に対する凝視体認を通してのみ
顕わとなるように思います。
私は今，この短い文章を綴り終るに当り， 「修上の証」と「証の修」と「修
証ー等（不二）」という言葉を思い出し，大寒の降りしきる雪空を，仄めく暖
かい日差しを待ち望んで，視上げている次第であります。
(1978年 1月22日大寒の雪の日に）
（口） 銀河系島宇宙における太陽系の誕生は今から約45億年以前に，又その一
遊星である地球上における人類最古の「猿人」時代（→原人→旧人→新人と続
く）は今から数百万年以前に遡のぼると算定されている。大宇宙のなかの銀河
系島宇宙における極く小さな太陽系内におけるこの地球上に，動物生命体進化
の極点において，人類はそれ以来営々とその「大脳化」とコトバの発明による
思考する理性を発展させ，理性的精神的動物生命体として，さまざまにその社
会と文化と歴史を創造してきたのである。
人間がこうした理性的精神的動物生命体である限り，それは一面系統発生的
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にその基体あるいは下部構造において動物的本能的な身休界に深く根ざしたも
のであると同時に，他面その上部構造あるいは主体としては理性的精神的な叡
智界における真善美聖などの諸価値を志向するものなのである。そして， この
二つの世界の力は，意識界においても，叉無意識界においても，なかなか複雑
微妙に関わり合い，時には相互補完的に協力促進し合うが，又時には相互に激
しく分裂葛藤し合い，更には一方が他方を無視圧殺し合うのであり，両者を緊
張矛盾なく調和統合したような美しい魂や立派な人格などといわれるものは一
般には不断の弛まない真剣な向上的な努力修行なしにはとても逹成され得ない
至難のものと思われます。
それにしても，そうした観点からみた場合，人間の真実に生甲斐のある普遍
的な高い生活目標や叉そうした人間の社会，国家，世界などの真実に高い道義
的な存在理由は，究極的には，叉抽象的に云えば，先に述べたような高く豊か
な願望対象としての価値によって統率され，適合的に順位づけられた価値体系
の体認修得や実現完成ということになるのであろう。然しこの場合くれぐれも
注意しなければならないのは凡て有限なる人間にひそむ根源悪の問題であり，
叉人類歴史の現段階における国家のはらむ根源的な国家悪の問題である。そし
て，この後者の問題については，個人と国家と世界という三つのものの関係
を，個別と特殊と普遍の三ー的関係として，それぞれの一つが他の二つのもの
の関係の弁証法的媒介となるという視点（田辺元，種の論理）が必要にして，
有効であろうと思う。兎に角，大ざっばに云えば，個人一人一人の生き方がや
がて国家や世界の在り方を組み変え，叉逆に国家や世界の在り方が根本的に個
々人の生き方を作り変えるものであるという相互関係を忘れてはなるまいと思
ぅ。われわれ人間は，夫々各自の一隅を守りながらも，そうした方向へ，又こ
うした姿勢で，人類の現代における歴史を生き，叉何程かづつその歴史を創る
ということになるべきなのであろうかと思う。
然し，翻えって，無辺無劫の大宇宙，そのなかの一つにすぎない銀河系島宇
宙における約45億年の歴史をもつ太陽系内の微小なる一惑星たる地球，その地
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球上における多種多様の生死流転する動植物生命体と遂には考える理性的動物
生命体としてのヒト， これら諸々の実在全体の厳存という根源的な原事実を思
議する時，私は，屡々安易に科学以前の呪術的神話的幻想に思い耽りたくなる
誘惑を抑え，啓蒙思想による理性の洗礼を経た者として，常に，ある人も云っ
たように，それら実在全体の厳存という根源的な原事実に対するいや増す驚嘆
と長怖の情や崇高と尊厳の念に満たされ，又更にそれらを内包し，且つ約百億
年位後に行きつく太陽系の死滅という終末感に貫かれた一種特有の宇宙感情や
人間の敬虔な被造物意識に縁どられた，慎ましく誠まもりて生くべかりけし
と，己の内に向いひたすら祈り合掌するといったような生活感情に包まれて了
うのであります。 (1979年1月入院中に）
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